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花は子ども達の心を育む
広げたい「花育」の輪。

02 営農情報 
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3
月

号

2
月
7
日（
土
）
作
谷
沢
ふ
れ
あ
い
自
然
館
に
て

ま
ん
だ
ら
の
里
・
雪
の
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
、
約
4
0
0
人
が
参
加
。

屋
内
で
は
民
話
の
語
り
や
創
作
劇
、

屋
外
で
は
雪
の
造
形
づ
く
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ 

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
～
天
灯
～
」
で
は

願
い
事
が
書
か
れ
た
約
2
5
0
個
の
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
が

幻
想
的
な
灯
り
を
放
ち
な
が
ら
夜
空
に
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

ま
ん
だ
ら
の
里
・
雪
の
芸
術
祭



　
2
月
上
旬
、
政
府
・
自
民
党
と
J
A
全
中
は
、
農

協
改
革
の
骨
格
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
J
A
の
組
織
力
の
分
断
、
単
位
J
A
と
連
合
会

の
信
用
共
済
事
業
の
分
断
な
ど
、
経
営
力
の
弱
体
化

を
招
き
か
ね
な
い
も
の
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、当
J
A
は
協
同
組
合
の
「
自
主・

自
立
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
農
業
者
の
所
得
向

上
を
目
指
す
た
め
、
自
己
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
生
産
コ
ス
ト
の
削
減

　
昨
年
の
米
価
下
落
に
よ
り
、
米
生
産
者
の
意
欲
低

下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
米
価
の
上
昇
が
保
障
さ
れ
な

い
中
で
、
ま
ず
当
J
A
が
取
り
組
む
こ
と
は
生
産
コ

ス
ト
の
削
減
で
す
。
直
播
栽
培
を
本
格
的
に
取
り
入

れ
、
コ
ス
ト
の
削
減
と
と
も
に
労
働
時
間
の
短
縮
に

取
り
組
み
ま
す
。

・
園
芸
作
物
の
販
売
力
強
化

　
当
J
A
管
内
は
野
菜
、
果
実
で
10
品
目
が
1
億
円

以
上
の
販
売
額
を
誇
る
、
特
別
な
産
地
で
あ
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
園
芸
作
物
の
販

売
高
が
合
併
当
初
の
半
分
ま
で
下
が
っ
た
今
、
各
営

農
セ
ン
タ
ー
が
各
々
の
販
売
を
行
っ
て
い
て
は
、
市

場
の
中
で
の
当
J
A
の
立
ち
位
置
が
下
が
り
、
有
利

販
売
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
一

元
販
売
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
出
荷
す
る
市
場
を

集
約
し
ま
す
。
加
え
て
、
今
ま
で
以
上
に
贈
答
用
の

申
し
込
み
を
増
や
し
、
有
利
販
売
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

・
直
売
所
の
機
能
強
化

　
当
J
A
は
県
内
で
最
も
消
費
力
の
あ
る
山
形
市
を

は
じ
め
、
消
費
者
人
口
が
多
い
地
域
を
有
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
内
で
も
雪
が
少
な
め
で
、
冬
期
間
で

も
地
場
産
の
農
作
物
を
店
頭
に
揃
え
ら
れ
る
こ
と
、

年
間
を
通
し
て
多
品
目
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
強

み
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
有
効
に
生
か
す
た
め
、

お
い
し
さ
直
売
所
南
館
店
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
と
駐
車

場
を
拡
張
す
る
な
ど
、
直
売
所
機
能
の
強
化
に
踏
み

切
り
ま
す
。

・
配
送
業
務
の
改
善

　
今
ま
で
、
配
送
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
配
達
業

務
は
、運
送
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

配
送
セ
ン
タ
ー
の
機
能
及
び
業
務
量
、
ま
た
業
務
量

に
対
す
る
コ
ス
ト
の
問
題
は
か
ね
て
よ
り
の
懸
案
事

項
で
あ
り
、
現
状
以
上
の
減
車
や
価
格
交
渉
に
て
コ

ス
ト
を
削
減
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
業
務
の
外
部
委
託
に
よ
り
、

組
合
員
と
の
ふ
れ
あ
い
の
欠
如
や
そ
れ
に
よ
る
農
協

離
れ
の
進
行
、事
業
量
の
縮
小
等
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
か
ら
、
従
来
配
送
セ
ン
タ
ー
が
担
っ

て
き
た
分
の
配
送
に
つ
い
て
、
経
済
配
送
担
当
を
中

心
に
、
職
員
が
配
送
す
る
と
い
う
形
に
順
次
切
り
替

え
て
い
き
ま
す
。

　
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
真
の
自
己
改
革
を
果
た

す
た
め
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
や
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

J
A
や
ま
が
た
の
自
己
改
革
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
代
表
理
事
組
合
長

J
A
や
ま
が
た

板
垣 

平
治
郎

■営農経済部
3月16日
・ 広域花き部会通常総会
3月17日
・ 広域果樹部会通常総会
3月18日
・ 広域野菜部会通常総会
4月上旬
・ 園芸事業推進大会

■中央営農センター
4月上旬
・ サクランボ結実確保講習会
・ 西洋梨摘蕾講習会
・ 桃摘蕾講習会
・ 食用菊ハウス巡回
・ ハウスナス巡回
4月中旬
・ リンゴ受粉樹高接講習会

■西部営農センター
3月下旬
・ 花壇苗巡回
・ 本沢育苗センター稼働
4月上旬
・ キュウリ選果場安全祈願祭
・ サクランボ凍害調査
・ ハウスブドウ管理講習会、巡回講習会
・ キュウリ栄養診断

■南部営農センター
3月25日
・ 上山市航空防除協議会総会
3月下旬
・ 上山・西郷・中川育苗センター稼働
4月中旬
・ 上山市果樹部会市場訪問

■北部営農センター
3月下旬
・ つや姫良質米生産部会総会
・ 長崎育苗センター稼動
4月上旬
・ 西洋梨摘蕾講習会
・ サクランボ結実確保講習会
・ 中山町航空防除協議会総会

営農
情報

Information this month

 3月

農協改革 骨格について
政府・自民党とJA全中が合意した農協改革の骨格につい
て、ポイントを紹介します。

1. JAの監査
● 貯金量200億円以上のJAに公認会計士による
　 会計監査を義務付け
● JA全中の監査部門を外

そと
出
だ

しし、公認会計士法に基づく
　 監査法人を新設
　 → 新たな監査法人か
　　 一般の監査法人を選ぶ「選択制」に
● 新たな監査法人は会計監査と業務監査の両方が可能
● 新たな監査法人の円滑な設立やJAの負担を増やさない
　 ことなどを配慮
● 移行期間中に、一部のJAが一般の監査を受け、
 　問題がないか実証
● 業務監査は JAの任意に

2. 中央会制度
● 都道府県中央会
　・2019年3月31日までに農協法上の「連合会」に移行
　・経営相談・監査、代表機能、総合調整機能を行う
● 全中
　・2019年3月31日までに一般社団法人化
　・農協法の付則で代表機能、総合調整機能などの
　　役割を位置付け

3. 准組合員の事業利用規制
● 導入を見送り
● 利用実態や農協改革の実行状況の調査を
　 5年間行った上で、是非を判断

引用：日本農業新聞 2月10日版

営農情報 ── 23 ──営農情報



特集  JAの未来

も
ら
う
の
で
す
が
、
家
族
が
喜
ぶ
顔
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
、
ど
れ
に
し
よ
う
か
と

選
ぶ
姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い
で
す
。

─
─ 

コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
や
ヒ
マ
ワ
リ
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
来
ら
れ
て
、
イ
ベ
ン
ト

の
効
果
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

岩
田　

花
育
の
イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
た
ち

と
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
そ
の
日
だ
け
で
す

が
、
小
学
校
の
先
生
か
ら「
子
ど
も
達
は
、

こ
の
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
青
年
部
の
方
々
の
お
話
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
真
剣
に
コ
サ
ー
ジ
ュ
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
今
後
も
続

け
て
欲
し
い
で
す
」
と
い
う
声
を
い
た
だ

き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
コ

サ
ー
ジ
ュ
作
り
は
学
校
の
年
間
行
事
に
最

初
か
ら
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
花

を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

─
─ 

「
花
育
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
べ
る
と
全
国
的
な
組
織
が
あ
る
よ
う

で
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は『
花
育
と
は
、

花
や
緑
に
親
し
み
、
育
て

る
機
会
を
通
し
て
、
や
さ

し
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
る

気
持
ち
を
育
む
こ
と
』
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
岩
田

さ
ん
は
、「
花
育
」
の
必
要

性
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
か
？

岩
田　

豊
か
な
心
を
育
む

上
で
、
花
育
は
今
後
さ
ら

に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
は「
花
を
見
て

こ
れ
は
近
隣
に
あ
る
遊
休
農
地
な
ど
を
利

用
し
て
、
支
部
員
が
畑
一
面
に
ヒ
マ
ワ
リ

を
植
え
、
花
が
咲
き
そ
ろ
っ
た
ら
地
元
の

幼
稚
園
児
や
保
育
園
児
た
ち
を
招
待
し
て

花
に
親
し
ん
で
も
ら
う
、
と
い
う
イ
ベ
ン

て
き
た
の
は
そ
の
後
で
す
の
で
、

最
初
は「
地
域
へ
の
貢
献
」
と
い

う
色
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

─
─ 
子
ど
も
達
と
コ
サ
ー
ジ
ュ

作
り
を
一
緒
に
や
っ
て
み
て
い

か
が
で
し
た
か
？

岩
田　

ク
ラ
ス
に
は
色
々
な
子

ど
も
達
が
い
て
、
同
じ
コ
サ
ー

ジ
ュ
を
作
っ
て
い
る
中
で
、
個

性
が
見
え
て
く
る
の
は
面
白
い

で
す
ね
。
あ
と
、
自
分
た
ち
が

作
っ
た
花
を
手
に
し
て
一
生
懸

命
作
業
し
て
い
る
の
を
見
る
と

や
は
り
嬉
し
い
で
す
。

─
─ 

コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
の
他
に
、

ヒ
マ
ワ
リ
を
活
用
し
た
取
り
組

み
も
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

岩
田　

私
た
ち
は「
ヒ
マ
ワ
リ
イ

ベ
ン
ト
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

ト
で
す
。
こ
れ
も
始
ま
っ
て
10
年
に
は
な

る
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
す
っ
か
り
定
着

し
て
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
来

て
、
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
園
児

た
ち
に
は
ヒ
マ
ワ
リ
を
家
に
持
ち
帰
っ
て

き
れ
い
だ
」
と
感
じ
る
と
思

い
ま
す
が
、
小
さ
い
時
か
ら

花
と
触
れ
あ
わ
な
い
と
、
そ

う
感
じ
る
気
持
ち
も
育
た
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま

た
、
花
も
生
き
物
で
す
の
で

「
生
き
物
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
」
も
育
ま
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

─
─ 

小
さ
い
時
に
花
に
親
し

ん
で
お
か
な
い
と
、
大
人
に
な
っ
た
時
に

「
花
を
飾
る
習
慣
が
育
た
な
い
」
と
も
聞
き

ま
す
。

岩
田　

そ
う
で
す
ね
、
花
を
飾
る
習
慣
は

少
し
ず
つ
薄
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
最
近
の
結
婚
式
で
は
、
予
算
を
詰
め

る
た
め
に
一
番
最
初
に
カ
ッ
ト
さ
れ
る
の

が
花
代
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
花
は
冠
婚
葬

祭
で
欠
か
せ
な
い
は
ず
な
の
に
、
い
ま
で

は
予
算
を
詰
め
る
た
め
に
一
番
先
に
カ
ッ

ト
さ
れ
る
。
そ
ん
な
話
を
聞
く
と
、
す
ご

く
残
念
で
す
。
そ
う
い
う
傾
向
に
歯
止
め

を
掛
け
る
た
め
に
も
、
や
は
り
な
ん
ら
か

の「
花
育
」
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

─
─ 

こ
れ
か
ら「
花
育
」
の
活
動
を
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

岩
田　

私
た
ち
の
活
動
も
支
部
単
位
で
す

し
、
い
き
な
り
大
規
模
な
も
の
で
な
く
活

動
自
体
は
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
、

Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
の
色
々
な
と
こ
ろ
で
、「
花

育
」
の
活
動
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
定
着
し

て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
花
は
贈
り

─
─ 

Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
青
年
部
東
金
井
支
部

の
皆
さ
ん
は
、
山
形
市
立
金
井
小
学
校
で

4
年
生
を
対
象
に
卒
業
生
へ
贈
る
コ
サ
ー

ジ
ュ
作
り
の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
き
っ

か
け
で
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

岩
田　

は
い
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
花
を

使
っ
て
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
地
元
の
農
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
ま
た
花
に
親

し
ん
で
欲
し
い
、

と
い
う
き
っ
か
け

で
始
ま
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
同

校
で
の
コ
サ
ー
ジ

ュ
作
り
は
も
う
10

年
以
上
に
な
り

ま
す
が
、「
花
育
」

と
い
う
言
葉
が
出

お話を伺ったJAやまがた青年部東金井支部支部長の岩田修さん（右）。

花
は
子
ど
も
達
の
心
を
育
む

広
げ
た
い「
花
育
」の
輪
。

１
月
号
の
新
春
座
談
会
で「
花
育
」に
つ
い
て
話
題
が
あ
が
り
ま
し
た
。
花
を

教
育
、
地
域
活
動
に
取
り
入
れ
る
取
り
組
み「
花
育
」。
今
回
は
、
地
元
の
花

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
長
年
続
け
て
い
る
、
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
青
年
部
東
金

井
支
部
の
岩
田
修
支
部
長
に
「
花
育
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

山形市立金井小学校でのコサージュづくり

物
と
し
て
と
て
も
喜
ば
れ

ま
す
の
で
、
母
の
日
や
ク

リ
ス
マ
ス
な
ど
、
行
事
に

合
わ
せ
た
花
育
は
普
及
し

や
す
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

花
を
贈
ら
れ
て
イ
ヤ

な
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う

し
、
誕
生
日
で
も
入
学
祝

い
で
も
、
何
か
あ
れ
ば
花

を
贈
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

贈
ら
れ
た
方
は
当
然
嬉
し
い
で
す
し
、
贈

っ
た
方
も
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
。

人
間
関
係
の
潤
滑
油
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
。

─
─ 

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
今
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ヒマワリイベント

JAやまがた青年部東金井支部の皆さん。
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定期人事異動は2月25日に内示、3月2日に辞令交付が行われました。

第13回および第15回の理事会で、機構改革について承認されました。
・審査保全課を、金融部より経営管理部へ移管。
・福祉センター青田を、営農経済部経済課より経営管理部へ移管。
・営農経済部の農業振興課、米穀・園芸課、販売開発課の3課を、
　営農米穀課と園芸販売課の2課に再編。

定期職員人事異動

新 氏　名 旧

 組合長付施設統合担当

組合長付施設統合担当
（部長職） 宮 部 　 伸 一 経営管理部・部長

 内部監査室

内部監査室・係長 小 角 　 崇 之 南館支店・支店長代理

内部監査室・主事 木 村 　 安 行 中川支店
共済外務員・主事

 経営管理部

経営管理部・部長 丸 子 　 嘉 実 営農経済部・部長

経営管理部
総合企画広報課・課長 長 谷 川 典 弘 金融部

審査保全課・課長

経営管理部
総合企画広報課・係長 鈴 木 　 　 聡 内部監査室・係長

経営管理部
総務課・係長 佐 藤 　 靖 弘 滝山支店

金融共済課・共済課長

経営管理部
総務課付・副主幹 沼 沢 　 直 樹 さくら支店

支店長代理（副主幹）

経営管理部
総務課付・主任 山 口 　 文 子 上山支店

共済外務員・主任

経営管理部
総務課付 舟 越 　 公 子 ふれあい山寺店

経営管理部
精算システム課・係長 山 崎 　 篤 史 金融部旅行センター・

センター長（副主査）

経営管理部
審査保全課・課長 菅 野 　 洋 一 蔵王支店・次長兼

金融課長（副主幹）

経営管理部
審査保全課・主任 佐 藤 　 友 香 金融部

審査保全課・主任

経営管理部
審査保全課・主任 會 田 　 真 吾 金融部

審査保全課・主任

新 氏　名 旧

経営管理部福祉センター青
田・センター長（副主幹・
統括責任者・生活相談員）

五 十 嵐 浩 美
営農経済部経済課福祉セン
ター青田・センター長（副主幹・
統括責任者・生活相談員）

 人事部

人事部
企画教育課・主任 佐 々 木 優 子 蔵王支店

金融共済課・主任

 金融部

金融部・次長兼
金融企画課長 鞠 子 　 哲 也 金融部・次長兼金融企

画課長兼ローンセンター長

金融部金融企画課・係長
（CS・現場営業サポーター） 佐 藤 　 寛 之 金融部

ローン支援課・係長

金融部金融企画課・主任
（CS・現場営業サポーター） 佐 藤 　 美 佳 西郷支店

金融外務員・主任

金融部金融企画課・主任
（CS・現場営業サポーター） 佐 藤 　 貴 裕 経営管理部

総務課・主任

金融部
貯金業務課 後 藤 　 久 依 本沢支店

金融共済課

金融部
ローン支援課・主任 粟 野 　 達 也 蔵王支店

金融外務員・主任

金融部ローン支援課・
ローンセンター・センター長
（主任）

園 部 　 朋 央 金融部
ローンセンター・主任

金融部ローン支援課・
ローンセンター・主任 高 内 　 修 平 東金井支店

共済外務員・主事

金融部ローン支援課・
ローンセンター 星 　 　 考 洋 金融部

ローンセンター

金融部
資金運用課・主事 尾 崎 　 力 也 蔵王支店

共済外務員・主事

金融部旅行センター・
センター長（主任・総合旅行
業取扱管理者）

板 垣 　 陽 介
金融部旅行センター・
主任（総合旅行業取扱
管理者）

金融部
旅行センター・主事 会 田 　 拓 也 鈴川支店

共済外務員・主事

新 氏　名 旧

 資産サポート部

資産サポート部
不動産センター・係長 永 沢 　 知 幸 営農経済部販売開発課・

係長（営業担当）

資産サポート部
不動産センター・主任 岡 崎 　 裕 行 金融部

ローンセンター・主任

 共済部

共済部・次長兼
自動車損害サービス課・課長 中 村 　 正 悦 共済部・次長兼

普及企画課長

共済部・次長兼
普及企画課・課長 鈴 木 　 公 一 豊田支店・支店長

共済部
普及企画課 會 田 　 美 紅 経営管理部

精算システム課

共済部
業務課・主任 横 川 　 典 子 西部支店

金融共済課・主任

共済部自動車損害サービス課・
課長補佐 伊 藤 　 啓 二 共済部・次長兼

自動車損害サービス課長

共済部自動車損害サービス課・
主任 大 澤 　 　 忍 西郷支店

共済外務員・主任

 営農経済部

営農経済部・部長 森 谷 　 浩 二 経営管理部・次長兼
総合企画広報課長

営農経済部
営農米穀課・課長 佐 竹 　 浩 文 営農経済部

米穀・園芸課・課長

営農経済部
営農米穀課・副主幹 熊 谷 　 　 徹 営農経済部

農業振興課・課長

営農経済部
営農米穀課・副主幹 高 瀬 　 浩 樹 営農経済部

農業振興課・副主幹

営農経済部
営農米穀課・課長補佐 髙 橋 　 広 行 営農経済部

農業振興課・課長補佐

営農経済部
営農米穀課・課長補佐 吉 田 　 邦 弘 営農経済部

米穀・園芸課・課長補佐

営農経済部
園芸販売課・課長 尾 森 　 孝 行 営農経済部

販売開発課・課長

営農経済部園芸販売課・
副主幹（次長職） 丹 野 好 次 郎 共済部自動車損害サー

ビス課・副主幹（次長職）

営農経済部
園芸販売課・課長補佐 坂 本 　 健 一 営農経済部

米穀・園芸課・課長補佐

営農経済部
園芸販売課・係長 石 山 　 和 徳 天神支店

共済外務員・副主査

営農経済部
園芸販売課・主任 石 沢 　 　 泰 西部営農センター

生産販売課・主任

営農経済部
園芸販売課・主任 大 道 寺 　 淳

営農経済部
販売開発課・主任
（営業担当）

営農経済部
園芸販売課 半 田 　 和 巳 営農経済部

販売開発課（営業担当）

営農経済部
園芸販売課 南 　 　 大 輔 南部営農センター

生産販売課

営農経済部園芸販売課・
主任（おいしさ直売所南館
店・店長）

花 輪 　 健 也
営農経済部販売開発課・
主任（おいしさ直売所南
館店・店長）

営農経済部園芸販売課・
主事（おいしさ直売所南館
店）

堀 江 　 和 臣
営農経済部販売開発課・
主事（おいしさ直売所南
館店）

新 氏　名 旧

営農経済部園芸販売課・
副主査（おいしさ直売所鈴
川店・店長）

笹 原 　 宏 之
営農経済部販売開発課・
副主査（おいしさ直売所
鈴川店・店長）

営農経済部園芸販売課
（おいしさ直売所鈴川店） 志 田 　 芳 久 営農経済部販売開発課

（おいしさ直売所鈴川店）

営農経済部園芸販売課・
副主査（おいしさ直売所
紅の蔵店・店長）

斎 藤 　 恭 宏
営農経済部販売開発課・
副主査（おいしさ直売所
紅の蔵店・店長）

営農経済部園芸販売課
（おいしさ直売所紅の蔵店） 安 達 　 詠 一 営農経済部販売開発課

（おいしさ直売所紅の蔵店）

営農経済部
経済課・課長（生活資材
担当）

千 場 　 　 稔
営農経済部
経済課・課長（生活資材・
福祉担当）

営農経済部
経済課・主査（経済配送） 田 中 　 和 行 グリーンやまがた中央・

副主査（きずな担当）

営農経済部
経済課（経済配送） 川 村 　 卓 穂 グリーンやまがた南部

営農経済部
経済課（経済配送） 小 林 　 藤 幸 金融部

審査保全課

 滝山支店

滝山支店・次長兼
金融共済課長 森 谷 　 和 幸 滝山支店・次長兼

金融課長

滝山支店
金融共済課・共済係長 本 間 　 京 子 滝山支店

共済外務員・主任

滝山支店
共済外務員・主任 佐 藤 　 真 志 滝山支店

共済外務員・主事

滝山支店
金融外務員 齋 藤 紗 也 子 滝山支店

金融共済課

滝山支店
金融共済課 熊 谷 　 　 望 資産サポート部

不動産センター

 宮浦支店

宮浦支店・次長兼
共済課長 細 矢 　 富 子 宮浦支店

金融共済課・共済課長

宮浦支店
金融共済課・金融課長 朝 倉 　 智 昭 東金井支店

金融共済課・共済課長

宮浦支店
金融外務員 服 部 　 亮 子 千歳支店

金融共済課（生産生活兼務）

宮浦支店
金融共済課 渡 部 　 沙 紀 営農経済部

農業振興課

 南館支店

南館支店・支店長代理 江 口 　 隆 幸 さくら支店
金融共済課・係長

南館支店
金融共済課・主任 折 原 　 直 美 西部支店

金融共済課・主任

南館支店
共済外務員 布 川 　 　 勤 東金井支店

共済外務員

南館支店
金融外務員 山 口 　 彩 香 七日町ふれあい支店

金融共済課

 西部支店

西部支店・次長兼
金融課長 村 山 　 義 則 西部支店

金融共済課・金融課長

西部支店
金融外務員・主任 小 山 　 　 愛 西部支店

金融外務員・主事

定期職員人事異動
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新 氏　名 旧

西部支店
共済外務員・主事 熊 谷 　 好 太 西部支店

共済外務員

 南金井支店

南金井支店・次長兼
金融共済課長 田 中 　 　 淳 南金井支店・次長兼

金融共済課長（副主幹）

南金井支店
共済外務員・主任 岡 崎 　 直 人 グリーンやまがた西部・

主任（きずな担当）

南金井支店
金融共済課 須 藤 　 　 朗 経営管理部

精算システム課

南金井支店
金融外務員 櫻 庭 　 彩 加 南金井支店

金融共済課

 鈴川支店

鈴川支店
金融共済課・課長 志 田 　 知 巳 経営管理部

総合企画広報課・係長

鈴川支店
共済外務員・主任 秋 葉 　 香 織 山辺支店

共済外務員・主任

鈴川支店
共済外務員・主事 高 橋 　 大 樹 南館支店

金融外務員・主事

 楯山支店

楯山支店
金融共済課・課長 布 施 　 喜 伸 共済部

業務課・課長補佐

 ふれあい山寺店

ふれあい山寺店・
副主査 酒 井 　 勝 彦 ふれあい山寺店・

主任

 高瀬支店

高瀬支店・支店長 村 田 　 哲 郎 鈴川支店・次長兼
金融共済課長（副主幹）

高瀬支店
金融共済課・主事 遠 藤 　 　 茜 高瀬支店

金融共済課

高瀬支店
金融外務員・主事 築 達 　 　 淳 楯山支店

金融共済課・主事

 東金井支店

東金井支店
金融共済課・共済課長 布 施 　 浩 子 さくら支店

金融共済課・課長

東金井支店
金融共済課・共済係長 渡 邉 　 明 子 東金井支店

金融共済課・主任

東金井支店
金融共済課・金融係長 金 山 　 淳 子 天神支店

金融共済課・金融係長

東金井支店
共済外務員・主任 草 刈 　 千 春 東金井支店

金融共済課・主任

東金井支店
共済外務員 齋 藤 　 俊 悟 東金井支店

金融外務員

 天神支店

天神支店・
次長（組織・未収金・生産
生活兼務・副主査）

峯 田 　 満 広 グリーンやまがた西部・
副主査（きずな担当）

天神支店
金融共済課・主任 西 嵜 奈 保 美 天神支店

金融外務員・主任

天神支店
共済外務員・主任 長 岡 　 謙 史 滝山支店

金融外務員・主任

新 氏　名 旧

天神支店
共済外務員・主任 浦 山 　 大 介 天神支店

共済外務員・主事

天神支店
金融外務員 宇 田 亜 紗 美 山辺支店

金融共済課

 さくら支店

さくら支店
金融共済課・課長 芦 野 　 英 治 上山支店

共済外務員・主任

さくら支店
共済外務員・副主査 小 玉 　 純 子 さくら支店

金融外務員・副主査

さくら支店
金融共済課・係長 伊 澤 　 浩 一 さくら支店

金融共済課・主任

さくら支店
金融外務員・主事 鈴 木 　 秀 人 さくら支店

共済外務員・主事

さくら支店
共済外務員 佐 藤 　 一 樹 金融部

金融企画課

 本沢支店

本沢支店
金融外務員・副主査 東 海 林 明 美 南金井支店

金融外務員・副主査

本沢支店
金融共済課・副主査 井 上 　 智 子 本沢支店

共済外務員・副主査

本沢支店
共済外務員・主事 朝 倉 　 康 英 宮浦支店

金融外務員・主事

本沢支店
共済外務員 渡 邉 　 岳 志 南部営農センター

生産販売課

 蔵王支店

蔵王支店・次長兼
共済課長 伊 藤 　 直 子 蔵王支店

金融共済課・共済課長

蔵王支店
金融共済課・金融課長 朝 倉 　 俊 幸 楯山支店

金融共済課・課長

蔵王支店
共済外務員・主事 柴 田 　 大 輔 南金井支店

共済外務員・主事

蔵王支店
金融外務員 佐 藤 　 亮 太 金融部

資金運用課

 上山支店

上山支店
共済外務員・副主査 朝 倉 　 久 美 西部支店

共済外務員・副主査

上山支店
共済外務員 遠 藤 　 智 之 南館支店

共済外務員

上山支店
金融外務員 斎 藤 　 聡 美 上山支店

金融共済課

上山支店
金融共済課 沓 澤 　 　 栄 営農経済部

販売開発課

 宮川支店

宮川支店
金融共済課・共済課長 佐 藤 恵 美 子 中川支店

金融共済課・副主査

宮川支店
金融外務員・主査 鈴 木 ふ じ 子 宮川支店

金融共済課・共済課長

宮川支店
共済外務員・主事 加 藤 　 孝 之 宮川支店

共済外務員

 西郷支店

西郷支店
金融外務員・副主査 堀 井 由 美 子 上山支店

金融外務員・副主査

新 氏　名 旧

西郷支店
共済外務員・副主査 尾 形 　 博 美 人事部

企画教育課・課長補佐

 中川支店

中川支店
共済外務員・主査 川 田 謙 一 郎 宮浦支店・次長兼

金融課長

 豊田支店

豊田支店・支店長
（次長職） 安 孫 子 忠 善 高瀬支店・支店長

（次長職）

豊田支店
共済外務員・主任 髙 野 　 　 章 西部営農センター

生産販売課・主任

 山辺支店

山辺支店・次長兼
金融課長 東 海 林 賢 一 山辺支店

金融共済課・金融課長

山辺支店
共済外務員 渡 部 　 　 遥 山辺支店

金融共済課

山辺支店
金融外務員 安 孫 子 裕 次 内部監査室

 作谷沢支店

作谷沢支店
金融共済課 長 谷 川 真 吾

中央営農センター
営農経済課（営農企画
指導員TACT）

 中央営農センター

中央営農センター
生産販売課・主任 秋 葉 　 達 也 南部営農センター

営農経済課・主任

中央営農センター
生産販売課・主任 後 藤 　 　 敦 本沢支店

共済外務員・主任

中央営農センター
営農経済課・課長 佐 藤 　 隆 一

中央営農センター
営農経済課・課長補佐
（営農企画指導員TACT）

中央営農センター
営農経済課・主任
（営農企画指導員TACT）

細 谷 　 秀 則 豊田支店
共済外務員・主任

中央営農センター
営農経済課・主任
（営農企画指導員TACT）

屋 島 　 正 人 本沢支店
金融外務員・主任

 グリーンやまがた中央

グリーンやまがた中央・
副主幹 小 関 　 　 浩 北部営農センター・

次長

グリーンやまがた中央・
主事（きずな担当） 今 野 　 　 正 グリーンやまがた中央・

主事

グリーンやまがた中央
（きずな担当） 宇 治 川 　 剛 グリーンやまがた西部

 西部営農センター

西部営農センター
生産販売課・係長 山 川 　 則 男 中央営農センター

生産販売課・係長

西部営農センター
生産販売課 荒 井 　 雅 広 さくら支店

共済外務員

西部営農センター
営農経済課・主任 長 澤 　 史 典 西部営農センター

生産販売課・主任

新 氏　名 旧

 グリーンやまがた西部

グリーンやまがた西部 秋 葉 　 侑 也 グリーンやまがた北部
（きずな担当）

グリーンやまがた西部・
主任（きずな担当） 寒 河 江 　 章 グリーンやまがた西部・

主事（きずな担当）

グリーンやまがた西部
（きずな担当） 細 谷 　 智 弘 グリーンやまがた中央

（きずな担当）

 南部営農センター

南部営農センター
生産販売課・副主幹 山 口 　 正 昭 南部営農センター

生産販売課・課長補佐

南部営農センター
生産販売課・主査 佐 藤 ゆ う 子 南部営農センター

生産販売課・副主査

 グリーンやまがた南部

グリーンやまがた南部・
副主幹 山 川 　 良 一

天神支店・次長（組織・
未収金・生産生活兼務・
副主幹）

グリーンやまがた南部・
主事（きずな担当） 仲 澤 　 健 史 グリーンやまがた中央・

主事（きずな担当）

 北部営農センター

北部営農センター
生産販売課・課長補佐 奥 山 　 浩 幸 中央営農センター・

次長兼営農経済課長

北部営農センター
営農経済課・主事
（営農企画指導員TACT）

板 坂 　 和 広
北部営農センター
生産販売課・主事（営農
企画指導員TACT）

 中央北部農機車輌センター

中央北部農機車輌セン
ター・主査 丹 野 　 順 悦 グリーンやまがた中央・

副主査（きずな担当）

 西部農機センター

西部農機センター・
センター長 斎 藤 　 邦 浩 南部農機センター・

副主幹

西部農機センター・
主査 浦 山 　 芳 廣 中央北部農機車輌セン

ター・副主幹

 南部農機センター

南部農機センター・
主査 安 達 　 美 一 西部農機センター・

センター長

南部農機センター・
主査 木 村 　 喜 則 南部農機センター・

副主査

定期職員人事異動
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JA Information
● JAやまがたから組合員の皆様に大切なお知らせです。

N A T U R A L  H E A L T H

vol
12

健康
コラム

福祉センター青田

「かゆみ」の症状
ありませんか

資産サポート
ナビ Support

navigation 

情報提供窓口について
　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、
農協法第35条の5および農協法施行規則第81条に基づ
き、理事の職務の適正な遂行を阻害する行為に関する
情報（組合経営に関する事象に限る）の提供を求めてい
ます。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為につ
いて、見たり聞いたりした事柄があれば、電話または
封書にて右記宛に連絡くださいますようお願いします。

山形農業協同組合  監事会
住　　所：山形市旅篭町一丁目12番35号
電話番号：023-624-8554
　　　　　（受付：月～金、9時～17時）
部 署 名：内部監査室（監事会事務局）
受付監事：常勤監事　土屋 均一　宛

第
13
回
理
事
会
［
1
月
27
日 

開
催
］

●
報
告
事
項

［
経
営
管
理
部
］

1
．組
合
員（
出
資
金
）加
入
調
書

12
月
に
新
し
く
加
入
し
た
組
合
員（
21
名
）を
報
告
。

2
．平
成
26
年
度
組
合
員
脱
退
集
計

平
成
26
年
度
に
脱
退
し
た
組
合
員
の
脱
退
事
由
等
を
報
告
。

3
．平
成
26
年
度
地
区
別
座
談
会
日
程

平
成
26
年
度
地
区
別
座
談
会
の
日
程
を
報
告
。

4
．平
成
26
年
度
資
産
査
定（
仮
基
準
日
）の
結
果

資
産
の
事
前
査
定
結
果
に
基
づ
く
貸
倒
引
当
金

（
11
月
30
日
基
準
）の
計
算
結
果
等
を
報
告
。

［
資
産
サ
ポ
ー
ト
部
］

1
．平
成
26
年
12
月
末
事
業
実
績

12
月
に
受
け
た
相
続
相
談
実
績
等
を
報
告
。

［
営
農
経
済
部
］

1
．�平
成
27
年
度
水
田
農
業
の
対
応

平
成
27
年
度
の
水
田
農
業
対
策
を
報
告
。

2
．お
い
し
さ
直
売
所
実
績

平
成
26
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
各
直
売
所
の

販
売
金
額
と
来
店
者
数
を
報
告
。

3
．�福
祉
セ
ン
タ
ー
青
田
の
利
用
状
況

12
月
末
ま
で
の
利
用
者
数
推
移
等
を
報
告
。

［
そ
の
他
］

1
．平
成
26
年
12
月
末
事
業
実
績

各
事
業
の
12
月
末
事
業
実
績
を
報
告
。

●
協
議
事
項

第
1
号
議
案
．�山
形
県
随
時
検
査
の
結
果
及
び
指
摘
事
項
に

　
　
　
　
　
　対
す
る
改
善
状
況
等
の
報
告

山
形
県
が
10
月
に
行
っ
た
随
時
検
査
に
対
す
る
改
善
状
況
等

に
つ
い
て
各
部
長
が
説
明
し
、承
認
さ
れ
た
。

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
・
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する
内容のものは受付いたしかねます。

※当組合の業務に関する一般的な苦情については、各支店・
センターにご相談をお願いいたします。各業務に関するご
相談は、本店でもお受けしております。

第
2
号
議
案
．�平
成
27
年
度
事
業
計
画
の
設
定

平
成
27
年
度
事
業
計
画
、
地
区
別
座
談
会
資
料
の
内
容
等
を

各
部
長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
3
号
議
案
．�固
定
資
産
取
得

上
山
・
中
川
支
店
統
合
に
伴
う
新
支
店
の
建
設
用
地
と
し
て
土

地
を
取
得
す
る
こ
と
を
経
営
管
理
部
長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ

た
。

第
4
号
議
案
．�支
店
統
合
再
編
年
次
計
画
の
一
部
変
更（
案
）

支
店
統
合
再
編
年
次
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
論
し
、
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

第
5
号
議
案
．�南
館
お
い
し
さ
直
売
所
改
築
並
び
に
南
館
支
店

移
転
新
築

お
い
し
さ
直
売
所
南
館
店
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
直
売
所

の
改
築
並
び
に
南
館
支
店
の
移
転
新
築
に
つ
い
て
経
営
管
理
部

長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
6
号
議
案
．�職
制
規
程
の
一
部
変
更

支
店
統
廃
合
並
び
に
機
構
の
見
直
し
等
に
と
も
な
い
、職
制
規

程
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
経
営
管
理
部
長
が
説
明

し
、承
認
さ
れ
た
。

第
7
号
議
案
．�総
代
選
挙
に
か
か
る
選
挙
管
理
者
・
開
票
管
理

者
・
選
挙
立
会
人
・
開
票
立
会
人
及
び
投
票
管

理
者
・
投
票
立
会
人
の
指
名

総
代
選
挙
に
か
か
る
各
管
理
者
の
指
名
に
つ
い
て
経
営
管
理
部

長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
8
号
議
案
．�「
山
形
農
業
協
同
組
合
企
業
年
金
規
約
」の
一
部

変
更

当
J
A
の
企
業
年
金
規
約
を
一
部
変
更
す
る
こ
と
を
人
事
部
長

が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
9
号
議
案
．�高
額
貸
出
金

高
額
貸
出
金
の
内
容
を
金
融
部
長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
10
号
議
案
．�余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部
改
正

大
口
信
用
供
与
等
規
制
の
見
直
し
等
を
ふ
ま
え
、
余
裕
金
運
用

規
程
を
一
部
改
正
す
る
こ
と
を
金
融
部
長
が
説
明
し
、
承
認
さ

れ
た
。

お問い合わせ　福祉センター青田 TEL.023-616-8002
　　　　　　　介護サービス事業／通所介護・訪問介護・福祉相談窓口

「
か
ゆ
み
」
の
原
因

●
バ
リ
ア
機
能
が
常
に
低
下
し
た
敏
感
肌
に
な
っ
て
い
る

●
皮
膚
の
老
化
に
よ
っ
て
皮
脂
腺
や
汗
腺
の
働
き
が
低

下
し
、
皮
膚
の
保
湿
力
が
失
わ
れ
て
い
る

●
冬
の
環
境
（
低
温
乾
燥
）
に
よ
る
乾
燥

予
防
法

●
乾
燥
を
防
ぐ

加
湿
器
や
濡
れ
タ
オ
ル
な
ど
を
利
用
し
て
、
部
屋
を

乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
エ
ア
コ
ン
を
使

い
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
ス
キ
ン
ケ
ア
を
し
っ
か
り
と

極
端
に
熱
い
お
湯
は
皮
膚
の
か
ゆ
み
を
引
き
起
こ
す

の
で
、
40
℃
以
下
の
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
つ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
肌
に
優
し
い
石
け
ん
類
を
使
い
、
洗
顔

や
入
浴
後
の
ス
キ
ン
ケ
ア
も
し
っ
か
り
と
行
い
ま

し
ょ
う
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
、
セ
ラ
ミ

ド
な
ど
、
保
湿
成
分
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
お
す
す

め
で
す
。

恵方巻き作りと豆まき

ボランティア教室　
（邦楽こすもす会の尺八演奏）

運動教室
（一網打尽ゲーム）

通所介護
2月の活動報告

VOL.16

山形農協青色申告会と
山形青色申告会連合会が業務提携

　この度、山形農協青色申告会は個別

税務指導強化と青色申告普及を図るた

めに山形青色申告会連合会との業務提

携を行い、確認書を取り交わしました。

　そのことにより、山形農協青色申告

会へ入会すれば、割安で山形青色申告

会連合会の記帳指導や決算相談を受け

ることができるようになりました。

指導内容 相談場所 指導料

記帳指導（決算相談までの指導）
山形青色申告会連合会が指定する
日時で年度4回まで

連合会事務所にて 5,000円

決算相談（最終相談）
年度1回まで

連合会事務所にて 5,000円

山形農協青色申告会 年会費：2,000円
■入会特典

ご不明な点は各支店の税務指導員へご連絡ください。

お問い合わせ　

資産サポート部 TEL.023-624-8260

山形青色申告会連合会会員は年会費（15,000円〜）で、
上記の指導を受けられることになっています。

JAインフォメーション ── 1011 ──  資産サポートナビ／健康コラム



花
と

　 

暮
ら
す

　
2
月
19
日
、
中
央
ハ
ウ
ス
さ

く
ら
ん
ぼ
研
究
会
は
出
荷
協
議

会
を
開
き
、
８
市
場
の
担
当
者

や
生
産
者
約
30
名
が
参
加
し
て

出
荷
ピ
ー
ク
や
計
画
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。
こ
の
席
で
市
場

担
当
者
か
ら
は
、「
事
前
提
案
や
買
い
取
り
販
売
を

今
ま
で
以
上
に
進
め
た
い
」と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
生
産
者
か
ら
は
、今
年
の
生
育
は
例
年
並
み
で
、

出
荷
は
4
月
中
旬
か
ら
と
な
る
見
込
み
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
2
月
20
日
、
お
い
し
さ
直
売

所
生
産
者
協
議
会
は
、
山
形
市

の
協
同
の
杜
で
全
体
会
を
開
き
、
直
売
所
に
出
荷

す
る
約
２
7
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
長
を
務

め
る
黒
木
政
吉
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
は
、
農
産
物
を

紹
介
す
る
ポ
ッ
プ
や
試
食
な
ど
で
、
さ
ら
に
直
売

所
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」と
参
加
者
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。
ま
た
事
務
局
か
ら
平
成
26
年
度
の
売
れ

筋
・
不
足
品
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
出

荷
者
は
今
後
の
参
考
に
し
よ
う
と
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

出
荷
者
約
２
7
０
名
が
参
加
し
て

お
い
し
さ
直
売
所
全
体
会

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ

出
荷
に
向
け
協
議
会

山形市、上山市、山辺町、中山町で行われた管内の主な出来事をご紹介します。

　

山
形
市
青
田
に
当
Ｊ
Ａ
の

新
し
い
支
店「
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た

さ
く
ら
支
店
」が
完
成
し
、
2

月
16
日
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
式
を
行
っ
て
オ
ー
プ
ン

を
祝
い
ま
し
た
。
同
支
店
は
、
幅
広
い
世
代
に
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
ひ
と
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
て
い
て
、
座
っ
て
書
け
る
記
帳
台
な
ど
を
設
け

て
い
ま
す
。
志
鎌
清
支
店
長
は「
他
金
融
機
関
と
の

競
合
が
激
し
い
地
域
だ
が
、
攻
め
の
姿
勢
で
事
業

推
進
を
し
て
い
き
た
い
」と
新
支
店
で
の
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

山
形
市
青
田
に
新
支
店

「
さ
く
ら
支
店
」が
オ
ー
プ
ン
！

　

2
月
3
日
、
山
形
の
米
日

本
一
推
進
運
動
村
山
地
域
本
部

は
、
天
童
市
で「
む
ら
や
ま
米

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
お
米
の
品
質
向
上
を
目
指
し
て
開
か
れ
た
も
の

で
、
当
Ｊ
Ａ
の
ほ
か
、
村
山
地
域
か
ら
約
2
5
0
名

の
米
農
家
が
参
加
し
、
経
営
や
栽
培
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
会
場
に
は
新
品
種
の
山
形
95
号
と
つ

や
姫
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
試
食
し
た
人

は「
山
形
95
号
は
ね
ば
り
が
少
な
く
、
さ
っ
ぱ
り
と

し
た
印
象
だ
」と
、
違
い
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

よ
り
一
層
の
品
質
向
上
を
目
指
し

む
ら
や
ま
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

桃
の
節
句
が
来
る
と
、
間
も
な
く
卒
業
シ
ー
ズ
ン

に
入
る
。

　

三
十
五
・
六
前
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
母
の
実
家
が

道
路
拡
張
に
伴
い
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
母
の

弟
妹
た
ち
が
引
っ
越
し
の
手
伝
い
に
来
て
い
た
。
共

に
育
っ
た
農
家
は
何
時
建
て
直
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
態
だ
っ
た
が
、
実
家
を
離
れ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に

思
い
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
皆
懐
か
し
み
な
が
ら
作
業

を
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
押
入
の
荷
物
を
出
し
て
い
た
時
、
古

び
た
箪
笥
の
陰
か
ら
思
い
が
け
な
い
物
が
出
て
き

た
。
母
の
小
学
校
か
ら
の
褒
状
（
賞
状
）
で
あ
る
。

小
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
五
十
年
近
く
経
っ
て
い

る
。
そ
れ
な
の
に
何
故
？
十
人
弟
妹
の
筆
頭
と
は
い

え
他
の
弟
妹
の
賞
状
が
無
い
の
は
何
故
？
の
疑
問
が

残
っ
た
が
、
恐
ら
く
、
両
親
に
と
っ
て
初
め
て
の
子

で
あ
り
自
慢
に
思
い
大
事
に
仕
舞
い
込
ん
だ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
驚
い
た
の
は
賞
状
が
六
枚

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
年
生
か
ら
六
年
生

の
卒
業
ま
で
の
皆
勤
を
讃
え
る
各
学
年
ご
と
の
賞
状

だ
っ
た
。
弟
妹
を
子
守
り
し
な
が
ら
六
年
間
休
ま
ず

学
校
に
通
っ
た
こ
と
に
な
る
。
母
が
勤
勉
で
ま
じ
め

だ
っ
た
記
憶
は
あ
る
が
、
そ
の
下
地
が
す
で
に
こ
こ

に
あ
っ
た
。
目
の
前
に
差
し
出
さ
れ
た
賞
状
を
見
て

「
こ
ん
な
処
に
あ
っ
た
の
か
」
と
、
特
に
驚
く
こ
と
も

な
く
、
眺
め
る
だ
け
で
次
の
作
業
に
移
っ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
処
分
寸
前
の
賞
状
を
保
管
し
て
お
い
た
。

　

三
月
に
小
学
校
を
卒
業
し
慌
た
だ
し
く
市
内
の

商
店
に
見
習
い
奉
公
に
上
が
っ
た
母
は
、
そ
こ
で
も

一
生
懸
命
自
ら
の
勤
勉
さ
を
守
り
通
し
て
き
た
よ
う

だ
。
結
婚
し
私
の
出
産
後
結
核
に
罹
り
や
む
な
く
離

婚
。
周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
私
を
育
て
て
来

た
。
後
年
は
孫
娘
の
結
婚
式
に
出
席
で
き
、
ひ
孫
を

抱
く
こ
と
も
で
き
、
幸
せ
だ
っ
た
と
思
っ
て
く
れ
た

だ
ろ
う
か
。

　

葬
儀
の
時
、
感
謝
の
言
葉
と
共
に
実
家
か
ら
出
て

来
た
賞
状
を
紹
介
し
、
寝
た
き
り
の
部
屋
か
ら
の
卒

業
証
書
を
授
与
。
そ
れ
と
共
に
、皆
勤
賞
の
文
面『
右

一
学
年
間
皆
出
／
席
ノ
段
奇
特
ニ
付
／
茲
ニ
之
ヲ
褒

賞
ス
』
を
真
似
た
『
右
九
十
年
間
の
生
／
命
皆
出
席

を
尊
び
／
茲
に
之
を
褒
賞
』
を
読
み
上
げ
、
命
の
皆

勤
賞
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

　

今
年
も
孫
娘
た
ち
の
た
め
に
揃
え
た
七
段
飾
り

を
、
仏
壇
と
向
か
い
合
わ
せ
に
飾
ろ
う
。
そ
し
て
、

待
望
の
内
孫
の
男
の
子
と
一
緒
に
雪
洞
を
灯
そ
う
。

四季の生け花
華道家元池坊 小山雅子

3月の花／鈴木柚月 作

○花材　桜／松／椿
協力 ： （株）出羽園

ジ
ェ
イ
エ
イ
・
エ
ッ
セ
ー

文
／
松
田
達
男

母
へ
の
卒
業
証
書

13 ── ジェイエイ・エッセー／花と暮らす JA NEWS TOPICS ── 12



イベントカレンダー
EVENT CALENDER

※上記イベント情報は11/28現在のもので、都合により変更になる場合がございます。予めご了承ください。パズル？
頭の体操
出題●ニコリ

Puzzle
3名

図書カード
1,000円分
プレゼント！ 

15 ── イベントカレンダー／読者の広場

①パズルの答え
②�当紙へのご意見
やご要望　

③�住所・氏名
　電話番号
（当紙の編集以外には
使用いたしません）

52 9 9 0 - 8 5 3 5

山
形
市
旅
篭
町

一
丁
目
12
―35

Ｊ
Ａ
や
ま
が
た

 

広
報
係 

行

読者の広場投稿募集
記入例を参考に郵便はがきまたはE-mailでご応募
下さい。締め切りは、3月20日（当日消印有効）です。
●プレゼント／「パズル」の正解者の中から抽選で
3名の方に図書カード（1,000円分）をプレゼント。
当選者は発送をもってかえさせていただきます。
●お問い合わせ／JAやまがた広報係
TEL.023-624-8265　FAX.023-631-4714
kikakukanri@jayamagata.or.jp

●先月号のパズルの答え「シロザケ」

2/11（水）〜3/31（火） やまのべひな人形展（山辺町ふるさと資料館）

2/19（木）〜4/6（月） お雛さまの歴史と美-山形に伝わる〈桃の節句〉の彩り（山寺芭蕉記念館）

2/20（金）〜3/22（日） 城下町やまがた雛まつり（山形まるごと館 紅の蔵・山形まなび館他）

3/1（日）〜4/5（日） 柏倉九左エ門家ひなまつり2015（中山町柏倉九左エ門家）

3/3（火）〜5/31（日） かみのやまの雛祭り（上山城・蟹仙洞・武家屋敷 他）

3/11（水）〜15（日） 第40回民藝展 紅と藍 ｰ 紅と藍の地染めを中心に（山形市民会館）

3/21（土） ファンタジックコンサート（山形市民会館）

3/21（土）・22（日） 第79回 蔵王スキー大会（蔵王温泉スキー場）

農協改革に関する報道等を通して改めて痛感したのは、多くの人がJAに
誤解を持っているということです。JAやまがたや協同組合について理
解を深めていただけるよう、もっと地域の方々や消費者の皆さんにも広
く活動を紹介していかないと、と思っています。多くの人から協同組合活
動に賛同いただけることが、組合員さんを輝かせることにつながると考
えています。

あとがき

読 者 の 広 場

3月／4月

ご応募ありがとうございました。

➡ヨコのカギ
1 漢字では石楠花、石南花などと書く花
2 自動車を数えるときに使う言葉
3 百聞は──に如（し）かず
4 火遁（かとん）の──を使う忍者
6 お坊さんが着ます
9 商品などをしまっておく建物
10 伏見──や万願寺──は
ブランド京野菜に指定されている──です

11 粗末な家のこと
13 田んぼや池にすむ巻き貝
14 和装の際の靴下？
16 体には羽毛が生えています

➡
タ
テ
の
カ
ギ

2
銭
湯
で
服
を
脱
ぎ
着
す
る
所

5
函
館
、
神
戸
、
長
崎
は

美
し
い
こ
と
で
有
名

7
天
ぷ
ら
を
─
─
に
付
け
て
食
べ
た

8
牛
や
馬
が
は
み
ま
す

9
電
球
を
ね
じ
込
み
ま
す

11
ぴ
っ
た
り
息
が
合
う
こ
と
を
─
─
の
呼
吸

12
履
き
物
を
入
れ
て
お
く
家
具

14
た
る
に
は
め
ま
す

15
レ
バ
ー
と
炒
め
た
り
ギ
ョ
ー
ザ
に

入
れ
た
り
す
る
葉
野
菜

16
押
し
た
り
引
い
た
り
し
て
開
け
ま
す

17
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
楽
し
む
も
の

表紙モデル
上山市金谷／鈴木俊さん

中川支店共済外務員／
小林陽介さん

少しずつ自分のやりたいこと
にチャレンジできていると語
る鈴木さんは、就農して5年
目。稲作1.2ha、果樹52a、花
き116aはストックと啓翁桜に
力を入れています。10カ月
になるお子さんと一緒に遊ぶ
のが一番の楽しみ。「何事もポ
ジティブに、やらない後悔より
も、やった事に対して反省。」
がモットー。

※上記イベント情報は2/28現在のもので、都合により変更になる場合がございます。予めご了承ください。

1

3 つくねを8等分し、油を引いたバットに並
べる。手に油をつけて、つくねを小判型
にかたどる。（保存する場合は、1つずつ
ラップで包み冷凍庫へ）

玉ねぎは縦に2㎜にスライス後、半回転し
横に包丁目を入れてから2㎜にみじん切り
にする。挽肉は室温に戻しておく。

2 挽肉をボールに入れて粘りが出るまで1分
ほどよく揉む。玉ねぎみじん切りと調味料
を加え揉み、さらに、鶏卵（全卵）を加え
て馴染むまで揉み込む。

煮汁を入れた鍋に、つくねを並べ、強火
で煮上げる。やや固まったら裏返し、鍋
を時々ゆすって水分がなくなり、少し焦げ
目がつくまで煮上げる。

やまがた

旬の料理
弁当のおかずにも最適。脂ののった鶏肉の
手軽で簡単、満足出来る一品です。

「鶏つくね艶つや煮」

4

●材料（4人分）

鶏もも挽肉…300ｇ
玉ねぎみじん切り
… 300g（1.5個）
鶏卵（中）…1個
調味料
　醤油…小さじ1
　味醂…小さじ1
　片栗粉…大さじ1
煮汁
　醤油…40cc
　味醂…200cc

● 2月号特集の「デビューを待つ主食米」、興味深く読みました。
山形米が全国区になりますように。（山形市 Ｉさん）
○編 Iさんに加え、山形112号を作ってみたいというお葉書もいただ
いています。新しい品種に期待が高まるばかりです。

● 2月号の振り込め詐欺に関するエッセーで、あんな電話がかかっ
てきたら、私も慌ててしまいそうだと思いました。（山形市 Ｈさん）
○編 慌てずに対応しようとは言われるものの、実際電話が来ると…。
人の弱みに付け込む詐欺、本当に許せません。

● 健康診断の結果に色々書いてあってがっかりしたので、2週間ほ
ど前から歩き始めました。今のところ全然変化なし、でも続けるぞ！

（山形市 Ｋさん）
○編 これから暖かい季節がやってきます。フキノトウやツクシなど、
春の訪れを感じながら散歩するのは気持ちよさそうですね。

佐藤貞次／『料亭 のゝ村』料理長。山形調
理師専門学校・山形学院食物調理科非常勤
講師／『料亭 のゝ 村』は明治 6 年に創業。四
季折々の料理と「おもてなしの心」で古き良
き料亭としての伝統を守る老舗。TEL.023-
641-0515、要予約。日曜・祝日定休。

ワンポイントアドバイス
玉ねぎを2㎜に小さく
みじん切りにすることで
崩れず、まとめ
られます。
冷凍したつくねは
凍ったまま鍋に
入れ煮上げて
ください。

旬の料理── 14


